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 『文学評論』は、もともと Nordisk Literaturtidende（「北欧文学時報」）という文学雑誌
に書評として寄稿する計画の下に執筆されたが、分量が大幅に増え、一冊の本として出版
されることになった。(KW, XIV, 5) したがって一冊の著作物ではあるが、形式上は書評に
なっている。 



















の中で取り上げている程であり、この小説の作者を好意的に評価している。(ibid, viii)  
『文学評論』の目次は以下のようになっている。 
 
  序文 
  第一章 「両部の内容概観」 
  第二章 「小説の美的解釈とその詳細」 
  第三章 「二つの時代の考察の結論」 
   「結論：革命時代」 































り上げていると思われるかもしれない。」(KW, XIV, 58) と述べて、少なくとも小説では明
示的になっていない内容が展開されることを示唆している。 
 また、この書評が書かれた要因も重要であると思われる。キルケゴールの作家に対する
賞賛の念(KW, XIV, 23) はともかく、一方で、みずからが抱えていた「コルサー問題」も指










































定される。(KW, XIV, 61) 「革命時代の概念」は、「革命時代は本質的に情熱的である」と
言い表される。キルケゴールは「概念が反映する諸々の結果」を次の七点にまとめている。 
 ①本質的に形式がある。(KW, XIV, 61) ②文化（教養）がある。(ibid.) ③理念以外のあら
ゆることに対して暴力的・暴動的・野蛮・冷酷になることができなければならない (ibid, 62) 
④礼節の概念がある。(KW, XIV, 64) ⑤直接性がある。ただし、その直接性は最初の直接性
ではなく、また最も高次の意味での最後の直接性でもない。それは抵抗の直接性であり、
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されるものであるからである。」Kierkegaard’s Writings, VI, “Fear and Trembling”, “Repetition”, 
edited and translated with introduction and noted by Howard V. Hong, and Edna H. Hong, Princeton 

























                                                                                                                                                                  
ゴールの両義的な見方の特徴が指摘できる。なお、キルケゴール自身、「両義性(Tvetydighed)」
という用語を随所で使用している。たとえば、人間の本性を表すものとしての「両義性」(KW, 

































確認することができる。また「神の前の宗教的単独者(den religieuse Individualitet)」(KW, XIV, 
86)という表現も見出されるが、これが後期の著作、たとえばアンティ・クリマクスの仮名
著書である『死に至る病』の序文の中の次のような表現、「神の前にただ一人で立ち、自




det enkelte Individ, den Enkelte, de Enkelte（プリンストン版では individual, single individualな
ど、ヒルシュ版ではdas Individuum, der Einzelne, die Einzelnenなどの訳語があてられている。） 
14 小川圭治『キルケゴール』、講談社、1979年、17-22頁参照。 
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